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二回の毎葉調査から、同一葉の単位シュートの乾燥重 

の成長に関する結果が多数もとまり、ロジスチック成長 

を仮定した定差図から成長曲線の二つの定数である成長 

の上限値および成長係数を推定した。ただし定差図から 

もとめた上限値は大きな誤差をともなう場合があるため 

に、ここでは成葉に達した単位シュート重の平均値を用 

いた。こうして求めた成長曲線によると、J a c a re湖の 

E. a z u r e aの新葉は展開後約50日で、Dom Helvecio 

とCarioca湖のそれらは約80〜100日で成葉になり、成 

葉の大きさと成長係数は表1のようになった。

毎葉調査をおこなった全葉について、前後 2回の調査 

期間内にそれぞれの葉に起った変化、例えば幼葉が成葉 

になった、成葉は枯死した、枯葉は茎から脱落した、そ 

の他茎の先端から新葉が展開したなどの記録をとった 

(図 2、左)。これらの記録集計から新生葉が出現する 

速度、枯死速度などの平均値が求まり、これらをもとに 

して生命表がつくられた（表 2 )〇

以上のほかに図2 の下部に示した現存量や生活史、そ 

の他の諸項目も順次もとめられる予定である。
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て望まれる植物を導入して（たとえば除草したガマのか 

わりにカヤツリグサを植えたり、あるいはヌマスギを植 

樹したりもする）、最終的に在来および外来の望まれる 

植物の再生に及ぶものである。この計画は、つまり市の 

モットー‘美しい町’を湖沼の管理にまで拡張したもの 

で、現在行っている仕事は•水辺の景観保全(aquascap- 

ing)’とみることができる。

〇What’s Cooking in Aquatics (Beth Layer) 

ガマの花粉のパンケーキと題し、その作り方と材料が

書かれている。多くの材料のうちに、小さじ3〜 4 杯の 

ガマの花粉と1 カップのガマのシュートの粉末が含まれ 

ている。

〇The Status of Water-hyacinth and Hydrilla 

in Florida Waters—1985 (Jeff Schardt)

2種類のやっかいな水草、ホテイァオイとクロモの生 

育の有無とその量についてフロリダにある467の水体 

(これは面積にして約120万エーカーであり、州に存在 

する水体全面積の50劣に相当、このうち326は湖沼、71 
は河川、70は運河や水念）で1985年に調べられた結果を、 

1982年から84年までの調査結果と比較している。結論と 

して、ホテイァオイの防除は成功したが、クロモについ 

ては失敗であったという。クロモは現在フロリダの公的 

な水体の約半数に生育しており、年々その面積を拡大し 

ている。クロモを管理する技術はまだ洗練されていない 

が進歩はしており、防除のための予算も間もなく適正な 

ものになるであろうが、州の水管理者すベての一致した 

態度なしではフロリダにおけるクロモの防除に関する近

未来は明るくないと結んでいる。

〇Native Insect Enemies of Aquatic Macrophy

tes—Moths (Dale H. Habeck, Kim Haag, and
Gary Buckingham)
フロリダでみられる水草にァタックする昆虫について 

の 3 部作の最初の論文であり、鱗翅日（蛾や蝶の仲間） 

について今回は書いてある。この3部作のシリーズは、 

水草の防除管理者や非昆虫学者の人々に水草を食べる昆 

虫の世界を垣間みせるために企画されたものである。ヤ 

ガ科、ヒトリガ科、メイガ科、フサガ科、スズメガ科に 

ついて、その種数や水草の天敵となる種の形態や生態に 

ついて簡単な記載がされている（カラー写真も使われて 

いる)。 （国井秀伸）
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